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２０１４年２０１４年２０１４年２０１４年４月、４月、４月、４月、中国地質大学中国地質大学中国地質大学中国地質大学((((武漢武漢武漢武漢))))とのとのとのとの交流会交流会交流会交流会報告報告報告報告    

◇◇◇◇来日来日来日来日メンバメンバメンバメンバーーーー    

赖 旭龙（ライ シュウロン）登山協会副会長 副学長 教 授（地質学、化石） 

董 范 （ドン ファン）体育部教授 2009 年ロプチン中国側隊長 

牛 小洪（ニュウ シャオホン）体育部 副教授 

德庆 欧珠（デチン オウジュ）大学院学生 チベット人 

次仁 旦达（ツェリン ダンタ大学院学生 チベット人 

陈 晨（チェン チェン）学生 2012 年チョモランマ登頂 

宋 红（ソン ホン）学生 

赵 冀娟（チャオ ジジェン）国際交流部職員 

◇◇◇◇行事日程行事日程行事日程行事日程        

４月１日上海→関西空港→神戸 

２日神戸大学において合同登山､学術計画の協議､歓迎宴会 

３日奈良、大阪観光、夕方から｢チョモランマ登頂報告会｣ 

４日神戸大学福田学長表敬訪問 

５日頼副校長帰国､他のメンバーは出石観光後鉢伏高原合歓の木山荘へ 

６日 氷ノ山登山、千本杉ヒュッテ泊 

７日氷ノ山登頂後下山、帰神､フェアウェルパーティー 

８日 帰国                                  

◇合同登山､合同学術調査協議結果 

 1)2015年にカンリガルポKG17を目標とする合同登山計画および地質(古地磁気学)をテーマとする合同

学術調査計画を両校は進める。(両校の学長が全面的に支援することを確認した) 

 2)課題は日本人のカンリガルポ地域への入域許可である。神戸大学は直ちに、中国登山協会を通じて

許可取得に向けて申請手続きを開始し、中国地質大学はその支援をする。 

４月に訪中する平井前会長を通じて許可申請について打診する。5 月ごろには井上会長､董範等が北京

において中国登山協会へ許可申請の協議を行う。 

 
合同登山協議の様子(農学部にて) 

 
協議参加者一同 神戸大学農学部の桜満開 

 

◇◇◇◇主主主主なななな行事の報告行事の報告行事の報告行事の報告    

 ①チョモランマ登頂報告会､懇親会  ３９名参加(JAC関西会員他外部からも多数参加) 

董教授から中国地質大学の高峰登山の報告､2012 年チョモランマ登頂時の映像が披露された。井上会

長から KG17 とその周辺の高峰を紹介した。 
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 懇親会では老若男女、中国人、日本人が親しくコミュニケーションを図った。 

 
チョモランマ講演会に中国地質大学(武漢)の登

山歴を披露する董範教授 

 
崗日嘎布山群の説明をする井上達男 

 

 ②福田学長表敬訪問  (以下神戸大学のホームページの記事より) 

 中国地質大学(武漢)の頼副校長ら 8人と神戸大学山岳部･山岳会の乙藤洋一郎理学研究科教授ら 5

人が４日、福田秀樹学長を表敬訪問しました。 2015 年に神戸大学山岳部が創部 100周年を迎えるの

を記念して神戸大学･中国地質大学の合同登山隊は 2015 年秋､カンリガルポ山群に第三次遠征､ＫＧ

-17峰(6､536m)の初登頂を目指しています。今秋､偵察隊が現地に派遣されるのを前に表敬訪問した

ものです。 

 合同遠征登山の日本側隊長(予定)の山田健神戸大学山岳会事務局長が中国地質大学一行を紹介し

たあと､福田学長が挨拶。 2009年の合同登山でロプチン峰(6､805 f;:)初登頂に成功したことに触れ、

｢再度合同登山できるのはこの上ない喜びです。全面的に支援します｣と話しました。 

 この後､井上達男･神戸大学山岳会会長が合同登山計画を、乙藤教授が学術調査について詳しく説

明。最後に頼副校長と福田学長が固い握手を交わし､合同登山計画がいよいよスタートしました。 

 
福田神戸大学学長表敬訪問にて 
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福田学長と頼副校長協力合意の堅い握手 

 
古磁気学に関する合同学術調査計画を説明する乙

藤洋一郎教授 右は山形裕士遠征委員会委員長 

 

③氷ノ山交流合宿 

頼副校長は５日帰国、赵さんは九州の友人宅へ、董さん以下６人が参加 

日本側登山参加: 井上 居谷 山田 山本恵昭 山本浩 松村 伊部  

ねむの木山荘での支援: 高田誠 高田和三 金井良碩 

☆４月５(土) 

中国地質大学(武漢)の一行は神戸出発、出石の史跡公園散策後ねむの木山荘に夕方到着。親睦

会 

 
出石の観光 

 
出石にて 

 

☆４月６日(日) 雪のち曇り 

ねむの木山荘出発時は吹雪、積雪 10cm。氷ノ山国際スキー場ロッジまで車で登り、東尾根夏道

から千本杉ヒュッテ入山。ヒュッテ周りの積雪は 1.5m 程度。坪足で約２時間の行程。山田とダ

ンタ、ソンは氷ノ山頂上往復、他はヒュッテでくつろぐ。 

夕食は山岳部の３人が氷ノ山鍋を作ってくれ、中国側も美味しそうに食べてくれた。山田、山

本恵昭は午後下山。 

☆４月７日(月) 快晴 

ヒュッテの周りは新雪が２０cm～３０cm 程度積り美しい景観を一行に楽しんでもらえた。朝食

後に皆で氷ノ山頂上に登る。頂上では大山まで遠望でき、合同登山の幸先の良さを感じだ。 

ヒュッテに戻り、清掃、戸締り後下山。橅林の美しい東尾根の雪原を下り、一の谷の急斜面を

はしゃぎながら下る。スキー場まで一気に下山した。 
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氷ノ山頂上にて４月７日朝 

 
ねむの木山荘にて ４月５日 

 
日中の親交 ４月５日 

  

 
積雪のねむの木山荘 ４月６日朝 

 
千本杉ヒュッテの夕食 ４月６日 
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４月７日 AM8:00 千本杉 ヒュッテから山頂を目指して 

 
古千本を行く ４月７日 

 
一の谷急斜面を下る ４月７日 

 

 

 


